
図15．ツマジロクサヨトウの虫ふん（飼料用とうもろこし）
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※矢印は虫体を示す



図16．ツマジロクサヨトウの食害痕（飼料用とうもろこし）
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A:葉の裏面を食害し、表皮が白く残る（若齢幼虫による食害）、B:中央の軟らかい部分
が食害される、C：不定形の穴が多数あく、D：茎頂部の葉に列状の穴があく

A 白い食害痕 B 茎頂部の食害痕

C 不定形の穴 D 列状の穴



図17．ツマジロクサヨトウの食害痕（飼料用とうもろこし）
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A B

A

表面が若齢幼虫により食害され、片側の表皮が白く残る。

不定形の穴が多数あく。 先端部の葉に穴が一列にあき、
切断されることもある。C

B

C先端部の葉に大きな穴があくか、
切断状になる。

写真提供：佐賀県

A B

写真提供：高知県

出穂直前に食害される。

切開

幼虫が子実内にいる。
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図18．ツマジロクサヨトウの食害痕（スイートコーン）

外皮（包葉）に目立つ食
入痕がある。

写真提供：佐賀県



図20．ツマジロクサヨトウの食害痕と虫ふん（水稲）
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図19．ツマジロクサヨトウの食害痕（さとうきび）

C

A B

茎の一部をかじる。

著しい場合は茎の先端部が
切断される。 不定形の穴が多数あく。

目立った食害がなくても幼
虫が潜んでいる場合がある。

写真提供：
林立氏（台湾行政院農業委員会花蓮區農業改良場）

写真提供：
台湾行政院農業委員会動植物防疫検疫局

食害痕（飼育試験時） 虫ふん
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